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第４回日本木材保存協会功績賞
「木材の防腐性能及びその評価に関する研究とその普及活
動への貢献」

桃原郁夫（国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 関西支所）

1991年３月に東京大学農学部林産学科博士課程を修了後，学術振興会特別
研究員を経て1991年10月林野庁森林総合研究所に入所。その後の組織改編
等により，（独）森林総合研究所，（国研）森林総合研究所等を経て現在に
至る。森林総合研究所では，木材保存に関する研究及び研究成果の普及等
に従事。

業 績 概 要

　木材保存全般に関する研究を実施し，木材腐朽菌の胞子が付着することによって引き起こされる腐朽に
関する研究や，加圧注入前の乾燥条件が薬液の注入性に及ぼす影響に関する研究，杭試験の評価方法に関
する研究などを実施するとともに，これら一連の研究から得た知見に基づき，建築，土木，農林水産業等
に係る委員としても活動しています。
　日本木材保存協会との関わりにおいては，日本木材保存協会規格の作成・改正等に関わってきたほか，
普及活動において，「木製外構材のメンテナンスマニュアル」，木材保存協会ウェブサイトにおける「野外
杭試験」紹介ページ，「木材保存入門」の執筆などを通して，木材保存に関する一連の成果を業界関係者，
木材関連団体，建築・土木関係者，行政などに広く普及することに貢献しました。また，総説や研究論文
を単独又は共著として公表するなど，「木材保存誌」を通した成果の普及においても貢献しました。
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